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齋藤　それでは、最初のシンポジスト、船渡
先生のご紹介をしたいと思います。船渡先生
は東京都のアスリートサポート事業というこ
とで、中学校、高校生の選手の育成に向けた
大学連携による医・科学サポート事業を手掛
けておられます。これまで、JISS の設立にあ
たって選手の育成の現場に携わってこられた
経験を踏まえて、最初は大学連携の数も 3 大
学だったそうですが、今は 5 大学に増えてい
ると聞いております。それでは船渡先生、よ
ろしくお願いいたします。

船渡　ありがとうございます。日本体育大学
の船渡です。よろしくお願いいたします。私
のテーマは、「東京都中学・高校の選手育成に
向けた大学連携による医・科学サポート事業」
ということで、齋藤先生からシンポジウムを
やるので、ぜひ東京でやっていることを紹介
して、大阪にも刺激を与えていただきたいと
いう依頼を受けました。私たちが今までやっ
てきたこと、これからやろうとしていること
を紹介させていただきます。
　本日のお話の内容を 3 つにまとめました。
今までやってきた「東京都における大学連携
事業の位置付け」、「大学が行う医・科学サポ

ートの事業内容」についてご紹介させていた
だいて、最後に、「大学における連携（社会貢献）
と研究との関係」という内容で、今日はお話
をさせていただきたいと思います。

１．東京都における大学連携事業の位置付け
　まず、大学連携事業の位置付けということで
すけれども、これは東京都の政策的なビジョン、
基本理念というのがありまして（スライド 1）、
「スポーツの力をすべての人に」ということで、
平成 25 年 3 月に東京都スポーツ推進計画の中
でうたわれています。この中で、「誰もが多様
なスポーツをエンジョイし、一人ひとりが輝く
都市」とあるのですが、2番目の「世界を目指
してチャレンジするアスリートを通じて、夢と
感動を享受できる都市」ということで、「世界
を目指すアスリートが集うまち」、「トップアス
リートがジュニアを育てるまち」というような
呼び掛けになっています。そして、さらに細か
な 5つの戦略の中で（スライド 2）、戦略 4と
して「世界を目指すアスリートの育成」という
ことで、新たな才能の発掘・育成、中学生を対
象に優れた運動能力を有するジュニア選手を選
考し、高校からでもトップを目指せる競技にお
いて、集中的に育成強化する。対象スポーツ種
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目も具体的に示されています。それから、2番
目に科学的データによる支援ということで、大
学機関と連携して最新の知見技術を活用すると
ともに、JISSと連携して有望な選手の戦略分析、
動作解析、トレーニング、メンタル、栄養サポ
ート等を実施するということで計画が作られま
した。アスリート育成の全体像ですが（スライ
ド3）、ジュニアから、トップアスリート、そして、
日本代表クラス、オリンピックなどの国際大会
になります。東京都が今やっているトップアス
リートの発掘育成事業という中学生の段階と、
テクニカルサポート事業、つまり全国大会まで
目指してサポートをするというのが、この事業
の対象になっています。
　大学と連携した一環サポート事業というの
は、実は東京体育学会の 2年前のシンポジウム
でも内容をご紹介しました。平成 25 年にあっ
た東京国体に向けて選手の育成と強化、それか
ら指導者の資質向上を目指そうということで、
この事業が開始されています。それ以前の経緯
として、19 年に東京都競技力向上推進本部が
設置されました。今から 8年ぐらい前です。そ
して、実際の計画が作られたのが 20 年で、21
年からこの医科学サポート事業が行われてきま
した。25 年が国体でしたので、国体まで 5年
間行われてきたということです。その後、東京
オリンピック開催が決まったので、この事業は

オリンピックに向けてということになります。
推進体制では（スライド 4）、東京都の中に今
はオリンピック・パラリンピック準備室、当時
は東京都競技力向上推進本部があって、その中
に医・科学部会、医科学ワーキンググループが
ありました。東京都から財団法人東京都スポー
ツ文化事業団が仕事を受けて、日本体育大学と
日本女子体育大学、そして国士舘大学の 3大学
と連携する。もともとこの 3大学は大学院の連
携事業をやっていまして、いろいろ研究交流と
か、年に 1回研究発表会を行っていたので、ち
ょうどこの話が進んだわけです。それから当時、
加賀谷淳子先生が医・科学部会におられて、大
学連携を使ったサポート事業をやったらどうか
ということを提言していただいたというのも大
きかったと思います。
　東京都スポーツ医・科学サポート事業の中身
ですけれども、「種目別のサポート」と「医科
学の講習会の開催」があって、「人材派遣（医師、
トレーナー、管理栄養士）」をしています。種
目に関しては、最初は 8種目でスタートしまし
た。ウエイト、カヌースラローム、レスリング、
空手、短距離・跳躍、中・長距離、ソフトボール、
柔道。次の年にバドミントン、アーチェリー、
自転車と加わって、さらに、カヌースプリント、
ボーリング、ボート、ボクシングが加わりま
した。途中でボートとボーリングは残念です

スライド 4
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が、国体までで外れてしまいました。また現
在ではソフトボールも外れています。これら
の種目を 3 大学が連携して受け持つというこ
とになりました。サポートの内容ですが（ス
ライド 5）、概ね JISS が行っているものと同じ
ようなことであります。まず、一般的なメデ
ィカルチェックを行います。それから、コン
トロールテスト。これは、3大学で共通して行
う種目で、この種目は JISS がナショナルチー
ムに対しても同じように共通して行う種目で
あります。それから種目別のサポートになり
ます（スライド 6）。コンディションサポート、
パフォーマンスサポート、トレーニングサポ
ート、栄養、メンタルと分かれています。コ
ンディションというのは、専門的な測定を行

って選手の基本的な体力を把握することを目
的として、最大無酸素摂取量とパワーなどを
測定します。パフォーマンスサポートは、実
際の競技現場へ行って、主に映像撮影・分析
を行います。トレーニングサポートは実際の
トレーニング現場へ行って、トレーニングメ
ニューをアドバイスしたり、あるいは大学生
と合同練習したりします。栄養サポートは主
に日本女子体育大学と早稲田大学、去年から
は早稲田大学が行っています。メンタルサポ
ートは、来年度から東海大学が加わっていま
す。ということで、2015 年度現在では 5 大学
がサポートに携わっています。加えて、医科
学の冊子として（スライド 7）、栄養とかトレ
ーニング方法のわかり易い解説書を発行して
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います。WEBを使った情報公開もしておりま
すが（スライド 8）、そこではWEB を介して
選手が自分自身で競技会の映像を見られるよ
うにしています。医科学サポートの対象者は
（スライド 9）、一般の約 40 の競技団体 3,000 名
のうち 120 人。各競技団体によって選出され
た強化指定選手を対象としています。

２．大学が行う医・科学サポート事業内容
　次に大学が行う医・科学サポートの事業内
容です。実際に日本体育大学が行っているサ
ポートを中心にご紹介いたします。その前に、
サポートするメリットとして以下のようなこ
とが考えられます。①「選手やコーチの移動」、
世田谷にあるので移動が楽である。特に土曜
日の授業がある学校が多いので、土曜日の午

前中に授業をやって午後に測定に来ることも
頻繁にあります。それから②「競技者をはか
るラボとフィールド」があり、専門的な測定・
研究機材が使えます。③「競技に特化した専
門の指導者やトレーナー」がいる。④「スポ
ーツ医科学の専門スタッフ」がいる。そして、
何よりも⑤「スポーツ科学専攻学生大学院生
によるサポート」があります。今、大学院生
自身もサポートを行いたいという興味があり、
スポーツマインドを持って取り組んでいて、
それがさらには彼ら自身の研究へと発展して
いく。こういう物質的および人的環境がメリ
ットであると思います。
　コンディションサポートの例ですけれども、
項目としては形態計測、身体組成、筋力、筋
パワー、無酸素パワー、有酸素パワー（スラ
イド 10）。具体的手法の１つとして BLS によ
る形態では 3 次元の人体計測装置で測って、
中学校 3 年生から高校 2 年生までの 2 年間で
どのくらい変わったかを、画像で選手にわか
り易いように見せています。また、コンディ
ションのサポートでは必ずフィードバックを
行っています。フィードバックは、栄養のフ
ィードバックであったり、画像のフィードバ
ックであったり、競技現場に行って、トレー
ニング現場に行って、体力テストのフィード
バックをしたりします。

　次は種目別のトレーニングサポートとパ
フォーマンスサポートの紹介です（スライド
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11）。例えば陸上中長距離では、トレッドミル
によるV4O2と LTの測定とビデオでのフォー
ム撮影、それからカヌースラローム競技では
カヌーエルゴメーターによるレースシミュレ
ーションとか水槽でのパドル分析などを行っ
てきております。パフォーマンスサポートで
は、実際の競技場に行って映像を中心に行っ
ています。カヌースラローム競技の例では（ス
ライド 12）、このように実際に競技中の映像を
すぐにテントへ行って選手にフィードバック
します。できるだけ即座にフィードバックをす
ることが非常に大事になってきます。スライ
ド 13 は 3 区間を決めてタイムを測ったもので
すが、これを選手にすぐ提示することによっ

て、どの区間で時間を要しているのかという
データをフィードバックします。1本目の予選
でデータ分析を行い、次の 2 本目の決勝でデ
ータに生かすということです。実際に測って
みると時間に差が付くポイントは、アップス
トリームゲートという流れに逆らって上に行
くところです（スライド 14）。ここでシニアの
大学生とジュニアの高校生との間に差が付く
ということで、アップストリームゲートのパ
ドリング技術が問題になってきます。例えば、
このゲートの中でのパドル数が、大学生が 2.3
であったのに対して高校生は 3.2 と、1 回近く
高校生の方が多くハドルしています。それを
改善するために、今度は静水の池でカメラを
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何台か使って撮って（スライド 15）、正面から
の映像と左右と手の前に付けた映像、ターン
をする上からの映像などをトレーニングの時
にフィードバックします。トレーニングサポ
ートの例は他にもアーチェリーやカヌーエル
ゴメーターを使った分析でも行っています（ス
ライド 16）。陸上中長距離でも同じように（ス
ライド 17）、レースでのピッチ、ストライド、
速度情報と、ラボでの測定した時の情報をフ
ィードバックします。他のトレーニングサポ
ートとしては、人材派遣トレーナーとの連携、
大学生との合同練習、元ナショナル選手に指
導をしてもらっていたり、定期的に身体組成
やフォームをチェックしたりするということ
を行っています。大学の人的資源の活用という

ことでは、コーディネーターとインタープリ
テーター、つまり測定やデータの説明ができ
る人。そして、テクニカルアドバイザーとし
て技術指導やコーチングができる人。こうい
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う人をチームに加えて、連携していくという
ことになります。実際には、スライド 18 に示
すようにコーディネーターが測定をアレンジ
します。そして、取ったデータを説明する役
のインタープリテーターとテクニカルアドバ
イザーが、コーチと指導者へフィードバック
して、サポート内容について確認修正してい
くという進め方をします。中学生に関しては、
フィットネスとか栄養の意義とか活用方法を、
夏休みなどに講習会を開いて教育します。

３．大学における連携（社会貢献）の研究との関係
　今から 10 年ぐらい前に、アメリカの
Micheal H. Stone という筋力トレーニングの
指導者が述べていることなのですが、スポー
ツサイエンスはエクササイズサイエンスに比
べて、あまり効率がよくない。つまり、スポ
ーツサイエンスの仕事は非常に少ない。就職
があまりないということです。それから研究
の難しさもあって、縦断的に n=1 で追いかけ
ると、それはパブリッシュするよりも、むし
ろサービスに近い。しかし、一方、それはト
レーニングにとって非常に貴重なデータであ
ると指摘しています。加えて資金財源が乏し
いスポーツ団体が多くなっていくので、スポ

ーツサイエンスの仕事というのがなくなって
きているというのが、アメリカの現状でもあ
ります。その背景にあるのが、コーチエデュ
ケーションの不足。専門家になればなるほど、
コミュニケーションができない。スポーツの
科学者というのは、コーチや選手たちにトラ
ンスレートすることに慣れてないということ
です。そういうことをもたらした原因は、コ
ーチやスポーツ科学者とか、特に教育システ
ムにあると批判しています。一方、日本は皆
さんご存じのように、文部科学省のもとで日
本体育協会がスポーツ指導者を育成していく
システムがありますし、厚労省においても指
導者育成があります。このようにして、スポ
ーツにおける「心」「技」「体」を科学すると
いう、そういう立場から選手を育成していく
ということが非常に貴重ではないかと考えて
います（スライド 19）。そこでは研究者に求め
られる競技理解として、以下の事ことが大切
であると考えます。①「選手をよくみる」、②
「選手のかんじをつかむ」、③「コーチの声を
きく」、④「測定方法や評価方法を考案する」、
⑤「何回も測ってみる」、⑥「エリート選手の
特徴をみつける」。⑦「統合的なサポート」（バ
イオメカニクスだけではなくて生理とか、栄
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養とかも含めた全体的なサポート）。加えて⑧
「トレーニング方法のアドバイス」ができたら
いいなと。最後は、スポーツですから⑨「勝
負にこだわる」。こういうことを学生に言いな
がらサポートしています。
　スライド 20 は堀畑裕也（水泳のロンドンオ
リンピックで 6 位に入った）選手の 2015 年
3 月に提出した修士論文です。スタートから
15mまでのスピード曲線をみると、水中にエ
ントリーしたところから足のドルフィンが開
始するまでのグライドの辺で、速度が急激に
落ちる。どの選手でも速度は落ちるのですが、
その速度低下は入水からキック開始までのグ
ライド局面においてタイムで差が付くのでは
ないかと考えています。最初の部分で付いた
その差がそのまま 25mの結果となって表れま
す。グライド局面での姿勢やスキルの解明解

析が必要になると考えています。
　サポートと研究ということで、我々はいつも
実践科学ではサポートと研究が両輪だと思っ
てやっています（スライド 21）。指導者はサポ
ートから研究へ発展させるためにコーチング
の客観性、そして Evidence を提示することに
よって “ かんじ ” と “ データ ” の整合性を見出
していくことになります。それから、指導者
育成テキストを作っていくということにも生
かされます。研究者の方からはサポートを通
して新しい研究の視座というか、アイデアが
生まれてくる。研究題材や研究方法を通して、
“不確か”から“確からしさ”への追求をしたり、
測定精度が検証できたりするようなことがあ
ると思います。研究からサポートへの還元で
は、コーチ側は、コーチング方法を開発した
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りとか、トレーニングのアイデアを提供した
りとか、個人に応じたコーチングをしたりす
る点でメリットがあります。一方、研究者側
としては研究の客観性を高めたり、新たな測
定方法がそこで見つかってきたり、トレーニ
ング理論が検証できたり、アスリートの特異
性がわかったりすることです。この様ように
指導者と研究者はお互いにサポートと研究を

大事にして、アスリートを支援することが肝
要であると考えています。
　以上、急ぎ足でお話してきましたが、質問
がありましたら応じたいと思います。ご清聴
ありがとうございました。

齋藤　どうもありがとうございました。


